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Thisisa.reportonacaseofthetreatmentofapneumoconiotuberculouspatient(64years

old,male)withEnviomycin(EVM).Thispatienthadhypersensitivitytomanydrugs,butafter

successofdesensitizationtoEVM,hehasshowngoodprogress.

ThepatienthadbeentreatedwithSMafterthesuccessfuldesensitizationtgSM,.buthe

producedresistancetoSMandthedecisionwasmadetochangethedrug・Atfirst,hypersen-

sitivityt。EVMwasc・n丘rmedbyskintestandtheresultwasp・sitiveandthenthedesensitiza・

tiontoEVMwascarriedout.Theprocedurewasstartedwithonehundredths(10 ,mg)ofthe

usualdoseandevery3～4daysthedosewasincreasedby1/2～2timesofthepreviousdose・

Althoughsuchincreaseofdosewascontinueduntilreaching500mgonthe38thday,no

hypersensitivitywasobserved.Afterthisprocedure,1gadayEVMwasadministereddaily

intramuscularlyandatpresentthechemotherapywiththe、doseof2gadaytwiceaweekis

beingcontinued.

Asaresult,thesputumconvertedtonegativebothonsmearandcultureandthepatient

hasshowngoodprogress.

Enviomycin(以 後EVMと 略す)の 抗結核作用につ

いてはすでに多 くの研究報告1)飼7)がな されてお り,昭 和

50年9月 東洋醸造株式会社より発売され肺結核症診療に

新 しい役割を演ずることとなった。

以来,当 所に入所療養中の難治結核患者に使用して治

療を行なっているが,EVMに 対 しても過敏症が認めら

れた症例に脱感作を行なって,現 在常用量を使用しうる

ことに成功 した1例 を経験したので報告する。

症例64歳 男 じん肺結核

20年 余,石 工 として就労。10年 前よりじん肺集検を受

けていて昭和46年 秋,じ ん肺と診定され,管 理1[で あっ

た。昭和47年7月,38～39で の発熱が約1ヵ 月続き,咳

漱激 しく,某 病院に受診,じ ん肺結核と診断され,SM・

INH・PASに て化療を開始 したがアレルギー反応(SM

に よる発熱,PASに よる発疹)が あ り,INH・EB・TH

に変棄 した。その後も培養にて結核菌陽性を継続したの

で入院を勧められ昭和47年11月6日 当所に入所 した。以

後の経過を図に示 した(図1)。

*FromtheKochiNationalSanatorium ,Ike65,Kochi781-01Japan.
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図1　 経 過 表

北○豊○64歳 男 じん肺結核

※:ガ フキー号数

図2 EVM脱 感作投与スケジュール

すなわち,引 き続きINH・EB・THに て化療を継続 し

たがEBに よる視野狭窄のためRFP・INHに 変薬する

も菌の陰転化芳 しか らず,聞 いてみるに化学剤により発

疹,発 熱,全 身違和感等があるため服用していなかつた

とのことにて,1剤 ずつ 確かめた ところ,INHに よる

過敏症 と判明し,昭 和48年7月2日 より脱感作を開始し,

昭和48年9月27日 までか かつて漸 くINH0.3gま で服

用可能 となつた。 その後RFPに 耐 性 出現 し,SM・

INH・PASに て化療せんとするも以前の問診を考慮 して

SM皮 内反応を行なつたところ陽性なるため,昭 和50年

4月7日 より脱感作を開始 し,50年5月10日 にて脱感作

に成功した。 ところが 昭和50年12月SMに 耐性を生 じ,

排菌陽性 となつた。 ためにEVMに 変薬を考えた。 ま

ずEVM1gを 注射用蒸 留 水3.2mlに 溶解 し,そ の

0.1ml(EVM25mg)を 前腕に皮内注射して皮内反応を

試みるに,注 射30分 後に前腕全体に発赤を認め,EVM

にも反応陽性に現れ過敏症であることが判明したので昭

和51年3月23日 よりかつての自験例の方式に従つて脱感

作を開始 した(図2)。

すなわち常用量の1/100量 の10mgよ り始め,3～4

日ごとに前回の1/2～2倍 量宛増量 し,38日 目にて500

mgま で使用するに過敏症現れず,以 後毎 日法にて1g

宛筋注,現 在1日2g週2日 法にて 化療,昭 和51年10

月 まで結核菌培養陰性,同12月 まで塗抹陰性に経過 して

お り,脱 感作に成功し,常 法にて化学療法を継続 してい

る。
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考 察

抗結核剤アレルギーの脱 感作療 法についてはPAS,

SM,INHア レルギーの脱感作療法についてすでに諸家

により報告8)～13)されてお り,わ れわれも数例を経験して

いる。また副腎皮質ホルモンを併用 した迅速脱感作法も

報告14)}16)され ているが,向 井 らは 同療法による脱感作

中に結核性髄膜炎を併発 して死亡した症例を報告17)して

おり,慎 重を要することも唱えられている18)19)。われわ

れは 日常の臨床の場においていろいろの経験から抗結核

剤に過敏症を認める症例に遭遇するのであるが,多 剤に

過敏症を呈 した1例 にINH,SM,EVMそ れ ぞれの脱

感作に成功 した1例 を経験したので報告した。
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